
事
業
継
承

技
術
力
強
化

生
産
性
向
上

経
営
管
理

コ
ス
ト
削
減

新
規
事
業
創
出

海
外
展
開

営
業
力
強
化

そ
の
他

26 2726 27

アスベスト分析ラボの短期立上げ・新規
設備機器導入及び分析・測定能力向上 栃木県那須郡
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株式会社環境生物化学研究所

環境測定・分析・コンサル業 ( 環境アセ
スメント計画立案・測定・許認可支援等 )

大学卒業後、首都圏の職場で電気・電子・制御シス
テムの品質に係る仕事を７年間してきました。30 歳
になったのを機に「地元に戻り社会に貢献できる仕
事に就きたい」と想い始めました。その様な中で、
栃木県で環境アセスメント関連事業の求人を知り、
分野は違うものの、測定や分析といった品質保証業
務の経験が活かせると考え、応募しました。新設部
門で、現地での測定や最新の分析装置を使った業務
は、社会貢献の自負もあり、とてもやりがいを感じ
ています。

古橋氏は、分析測定スキルと現地対応業務スキル
の双方を期待以上のスピードで身に着け、言葉通
り即戦力として力を発揮してくれています。その
結果、繁忙時に外部に出していた業務の内製化が
図られ、ここ数か月、外部依頼費用を抑えること
ができています。また一方で、これまでできなかっ
た分析手順のマニュアル化にも着手。分析業務の
標準化も進んできました。

当社では環境計量証明事業を中心に、計画策定、現
地調査、ラボ分析、結果報告まで、ほとんどの工程
を自社内で実施しています。アスベスト分析では工
事期間にあわせて、約１週間からさらに短い納期が
求められます。技術経験を持つ人材を採用するのに
は時間がかかるうえ、入社されても早期退職してし
まうような事もあります。古橋氏のように前職での
経験を活かして、短期間でスキルを身に着けられる
人材の登用は当社にとって有意義だったと思います。
古橋氏はチームの状況を考えて業務改善にもしっか
りと参画してくれています。今後の古橋氏の活躍に
期待しています。

電気・電子回路、制御システム機器の品質
管理や品質保証
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当社は、土壌・大気・水質等の環境計量証明事業はもとより、再生可能エネルギー発電施設や産業廃棄物処理
施設の開発等の環境アセスメントに係る計画・測定・予測評価、事業許認可支援、解体事業におけるアスベス
ト分析をはじめとする環境測定や、環境対策業務まで一気通貫で行えるコンサルタント企業として事業を展開
しています。近年は SDGs や環境問題への取り組みが社会的に注目を集め、依頼案件・分析項目の増加・複雑
化への対応が求められる中、日々進化する分析機器も投入していかなければなりません。将来をも見据えた業
務体制強化が、ここ数年の経営課題として取り上げられていました。

増え続ける依頼に、期待を超えた対応をするための体制強化

保有していなければならない測定スキルや分析機器操作の経験が非常に大切ではあるものの、全てを知り、技
術・技能を存分に持つ人材の確保は不可能であるため、求める技術分野の周辺領域に於いて、ある程度の知識
や経験を持つ数名の方との採用面接を行いました。その中で古橋氏は、電気・電子回路設計、制御から保守ま
で行っている会社で品質保証チームのリーダーの経験や、電子測定機器操作を行うスキルがあり、期待以上の
能力を持つ方であったため採用に踏み切りました。一通りの分析機材の習得がどのくらいの期間でできるか、
実力を見極めながら徐々に慣れて頂き、１年ぐらいで戦力になってもらえたら、と考えていました。

分析測定スキルと分析機器操作、双方のエキスパートを目指す

古橋氏が入社して２か月が過ぎた頃、計画していたアスベスト分析ラボの立上げと新規の分析機器導入が始ま
りました。古橋氏は率先して動き、円滑に計画通りの立上げ・導入が出来ました。６か月が過ぎた頃には新し
いアスベスト分析機器の扱いも一人でできるようになりました。その時期、遠方測定業務依頼が急に入り、同
時に短納期の分析測定業務を受けざるを得なくなり、スタッフが手薄になってしまいました。断ることもでき
ず対応を悩んでいたところ、古橋氏自ら現地対応の申し出がありました。正直なところ多少の不安はありまし
たが、「大丈夫です」という力強い返事に任せた結果、顧客から高評価を頂くことができました。以来、古橋
氏に任せた業務は全て信頼を得て、現在に至っています。

６か月での戦力化、測定・分析チームのけん引役

川上 達也 氏
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